
別
表
第
一
第
二
号
中
「
国
際
キ
ロ
グ
ラ
ム
原
器
の
」
を
「
プ
ラ
ン
ク
定
数
を
十
の
三
十
四
乗
分
の
六
・
六
二
六
〇
七

〇
一
五
ジ
ュ
ー
ル
秒
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
ま
る
」
に
改
め
、
同
表
第
四
号
定
義
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

電
気
素
量
を
十
の
十
九
乗
分
の
一
・
六
〇
二
一
七
六
六
三
四
ク
ー
ロ
ン
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
ま
る
電
流

条

約

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
中
華
人
民
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
五
月
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

第
二
条

こ
の
協
定
が
適
用
さ
れ
る
法
令
の
範
囲

１

こ
の
協
定
は
、

⒜

中
華
人
民
共
和
国
に
つ
い
て
は
、
被
用
者
基
本
老
齢
保
険
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

⒝

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
次
の
日
本
国
の
年
金
制
度
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
協
定

の
適
用
上
、
国
民
年
金
に
は
、
老
齢
福
祉
年
金
そ
の
他
の
福
祉
的
目
的
の
た
め
経
過
的
又
は
補
完
的
に
支
給
さ
れ

る
年
金
で
あ
っ
て
、
専
ら
又
は
主
と
し
て
国
庫
を
財
源
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
を
含
め
な
い
。

国
民
年
金
（
国
民
年
金
基
金
を
除
く
。）

厚
生
年
金
保
険
（
厚
生
年
金
基
金
を
除
く
。）

２

１
に
規
定
す
る
法
令
に
は
、
一
方
の
締
約
国
と
第
三
国
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
社
会
保
障
に
関
す
る
協
定
そ
の
他

の
国
際
約
束
及
び
当
該
協
定
そ
の
他
の
国
際
約
束
の
個
別
の
実
施
の
た
め
に
の
み
制
定
さ
れ
る
法
令
を
含
め
な
い
。

第
三
条

こ
の
協
定
が
適
用
さ
れ
る
者
の
範
囲

こ
の
協
定
は
、
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
適
用
を
受
け
て
お
り
、
又
は
受
け
た
こ
と
が
あ
る
全
て
の
者
並
び
に
こ
れ

ら
の
者
に
由
来
す
る
権
利
を
有
す
る
家
族
及
び
遺
族
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
四
条

待
遇
の
平
等

こ
の
協
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
前
条
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
て
一
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に

通
常
居
住
す
る
も
の
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
適
用
に
際
し
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
国
民
と
同
等
の
待
遇

を
受
け
る
。
た
だ
し
、
こ
の
規
定
は
、
日
本
国
の
領
域
外
に
通
常
居
住
す
る
こ
と
に
基
づ
い
て
日
本
国
民
に
対
し
て
認

め
ら
れ
る
合
算
対
象
期
間
に
関
す
る
日
本
国
の
法
令
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

第
二
部

適
用
法
令
に
関
す
る
規
定

第
五
条

一
般
規
定

こ
の
協
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
一
方
の
締
約
国
の
領
域
内
で
被
用
者
と
し
て
就
労
す
る
者
に

つ
い
て
は
、
そ
の
就
労
に
関
し
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
み
を
適
用
す
る
。

政
令
第
五
号

平
成
三
十
年
五
月
二
十
日
か
ら
七
月
十
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害

並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
激
甚じ
ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）

第
二
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

平
成
三
十
年
五
月
二
十
日
か
ら
七
月
十
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
並
び

に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
（
平
成
三
十
年
政
令
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
平
成
三
十
二
年
一
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
二
年
一
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
平
成
三
十
一
年
五
月
十
九
日
」
を
「
令
和
元
年
十
一
月
十
九
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

計
量
単
位
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
五
月
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
六
号

計
量
単
位
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

計
量
単
位
令
（
平
成
四
年
政
令
第
三
百
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
を
削
る
。

別
表
第
一
第
五
号
中
「
水
の
三
重
点
の
熱
力
学
温
度
の
二
百
七
十
三
・
一
六
分
の
一
」
を
「
ボ
ル
ツ
マ
ン
定
数
を
十

の
二
十
三
乗
分
の
一
・
三
八
〇
六
四
九
ジ
ュ
ー
ル
毎
ケ
ル
ビ
ン
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
ま
る
温
度
」
に
改
め
、
同
表

第
六
号
中
「
〇
・
〇
一
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
炭
素
十
二
の
中
に
存
在
す
る
原
子
の
数
と
等
し
い
」
を
「
六
・
〇
二
二
一
四

〇
七
六
に
十
の
二
十
三
乗
を
乗
じ
た
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
元
年
五
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

条
約
第
一
号

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
中
華
人
民
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定

日
本
国
政
府
及
び
中
華
人
民
共
和
国
政
府
は
、

日
本
国
及
び
中
華
人
民
共
和
国
（
以
下
「
両
締
約
国
」
と
い
う
。）の
間
の
友
好
関
係
を
一
層
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
、

社
会
保
障
の
分
野
に
お
け
る
相
互
の
協
力
を
促
進
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
部

総
則

第
一
条

定
義

１

こ
の
協
定
の
適
用
上
、

⒜

「
国
民
」
と
は
、
次
の
者
を
い
う
。

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
の
国
籍
に
関
す
る
法
律
に
い
う
日
本
国
民

中
華
人
民
共
和
国
に
つ
い
て
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
国
籍
を
有
す
る
個
人

⒝

「
法
令
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
次
条
１
⒝
に
掲
げ
る
日
本
国
の
年
金
制
度
に
関
す
る
日
本
国
の
法
律
及
び
規
則

中
華
人
民
共
和
国
に
つ
い
て
は
、
次
条
１
⒜
に
規
定
す
る
社
会
保
険
制
度
に
関
す
る
法
律
、
行
政
府
及
び
そ
の

部
門
並
び
に
地
方
の
命
令
及
び
規
則
そ
の
他
の
法
規

⒞

「
権
限
の
あ
る
当
局
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
次
条
１
⒝
に
掲
げ
る
日
本
国
の
年
金
制
度
を
管
轄
す
る
政
府
機
関

中
華
人
民
共
和
国
に
つ
い
て
は
、
人
的
資
源
社
会
保
障
部

⒟

「
実
施
機
関
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
次
条
１
⒝
に
掲
げ
る
日
本
国
の
年
金
制
度
の
実
施
に
責
任
を
有
す
る
保
険
機
関
（
そ
の

連
合
組
織
を
含
む
。）

中
華
人
民
共
和
国
に
つ
い
て
は
、
人
的
資
源
社
会
保
障
部
社
会
保
険
管
理
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
人
的
資
源
社
会
保

障
部
が
指
定
す
る
機
関

２

こ
の
協
定
の
適
用
上
、
こ
の
協
定
に
お
い
て
定
義
さ
れ
て
い
な
い
用
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
締
約
国
の
適
用
さ
れ
る

法
令
に
お
い
て
与
え
ら
れ
て
い
る
意
味
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。


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